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1. 研究目的

日本には、300万人もの先天性色覚異常者がいる。治療法がなく、現在は検査も行われないので自覚していない人も多い。したがって製品の配色において十分に配慮する必要がある。しかし現状では、十分とは言いがたく、ユーザが不利益を被る場合も多い。今日、多くの人に使いやすいデザインを目指すユニバーサルデザインの考え方が広まりつつあり、色覚異常にも配慮した配色計画が求められている。そのために色覚障害のシミュレーション手法を確立し、客観的な評価や配色計画を行うことが必要である。

　本研究では、既存のデータより色覚異常者の見え方のシミュレーション式を導き、ユニバーサルデザインの評価ための、色覚異常に対する配色評価シミュレーションを確立することを目的とする。
2.　配色評価シミュレーションの概要
色覚正常者は、R･G･Bの3つの錐体の視物質で、光の波長やその組合せの割合を感じ、色覚している。先天性色覚異常者の多くは、RまたはG錐体の視物質が無いまたは機能低下しているために、赤と緑の区別が困難な第一・第二色覚異常者である。
　シミュレーションでは、異常のある錐体によって正常な錐体の錐体分光感度（波長別の錐体の感度）も変化すると考えた。既存の実験データより変化した錐体分光感度を求め、色覚異常の見え方を推定する。この考え方を用いることで、程度の重い色覚異常だけではなく、程度の軽い色覚異常のシミュレーションも可能である。
　色覚異常者に、実際に行った目視評価実験では、既存のシミュレーションと本実験のシミュレーションの結果が良好に一致した。また、臨床的によく用いられる色覚検査法を利用した評価でも、本シミュレーションが色覚異常者の見え方を再現できていることが確認された。
3. 今後の予定と応用の可能性

　シミュレーションの更なる精度の向上と、本シミュレーションを用いた配色評価方法の確立をめざしたいと考えている。このシミュレーションは、ユニバーサルデザイン製品の評価だけではなく、配色評価を必要とする多くの製品に適用することができる。本シミュレーションを用いて評価を行うことで、色覚異常者の見やすさが向上し、カラーユニバーサルデザインを実現できると考えられる。
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